
付紙様式第２

円 円 円 円

事業の評価に際しての第三
者機関の活用の有無

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

無

【補助事業の成果及び評価】
・近隣にあるグループホームや保育園等への利用者に確認したところ、本路
線を整備したことで、通所・通園にかかる距離が約1㎞、所要時間が2分程度
短縮され、利便性の向上が図られた。
・11月に交通量調査を実施したところ、自動車（特に大型車）の交通量が増え
たことから交通の分散化を図ることができた。

【地域住民への周知の実施状況】
・工事期間中は工事看板で周知を図り、本路線開通の周知は、市ホームペー
ジの掲載、地域住民への回覧板を利用した。

無

454,649,914

円 円

49,621,000 － 504,270,914

茨城県行方市芹沢地内

事 業 費 及 び 交 付 金 額
「 （ ） は 総 事 業 費 」

交付金額

事業費

26,000,000 － 386,446,000

(49,775,000) (504,424,914)

平成18年度～令和4年度

360,446,000

本路線は、地域住民が主要施設がある市街地へ向かうための生活道路として
利用されており、対象地区内の児童が玉造第三保育園へ向かう通園路にも
なっている一方、災害時には指定避難所へ向かう避難道路にもなる。
　しかし、本路線の現道は幅員が狭く歩道がなく、本路線に接続する県道50
号線（県道水戸神栖線）が渋滞している際には、市道（玉）10号線への連絡道
路として利用されているため、車両同士又は車両と歩行者等との事故の危険
性が常に伴っている状況である。
　また、将来的に本路線沿線の宅地開発がされた場合、交通量が増大するた
め、事故の危険性が増すと共に、緊急車両の通行に支障をきたすことが予想
される。
　これらのことを解消するため、本路線を拡幅し、新たに歩道を設置することに
より、地域住民の利便性の向上と歩行者等の安全性の確保、通園時間の短
縮、交通の分散化を目的とする。

【参考指標】　（令和４年３月３１日）
　対象地区（芹沢区）　　人口／世帯数　：　　２２４人／９５世帯
　対象地区（上地区）　　人口／世帯数　：　　６３７人／２６６世帯
　対象地区（中山区）　　人口／世帯数　：　　５２０人／２１８世帯

円

事 業 評 価 書

交通施設：（玉）60号線外２

円

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

令和３年度以前 令和４年度

補助事業の成果の目標

補助事業の始期及び終期

令和５年度以降 計

補 助 事 業 の 内 容

改良舗装
工事延長　Ｌ＝２９８．１ｍ
道路幅員　車道Ｗ＝５．５ｍ、歩道Ｗ＝２．５ｍ

行方市長


